
前
琥
余
ハ
既
二
美
術
哲
學
ノ
目
的
二
隔
シ
柳
力
講
究
説
明
シ
タ
ル
所
ノ
モ

ノ
ハ
第
一
此
類
ノ
哲
學
ハ
質
際
必
要
ナ
ル
コ
ト
第
二
其
範
園
廣
濶
ニ
シ
テ

能
ク
古
今
東
西
二
起
リ
タ
ル
種
々
特
腔
ノ
美
術
ヲ
悉
皆
抱
括
ス
ル
ニ
足
ラ

サ
ル
コ
ト
第
三
其
心
理
學
上
ョ
リ
能
カ
ヲ
研
究
シ
タ
ル
結
果
二
由
ラ
ス
シ

テ
物
膿
ヲ
構
成
ス
ル
モ
ノ

、
性
質
ヲ
基
礎
ト
ス
可
キ
コ
ト
、
及
ヒ
第
四
世

間
在
来
ノ
稲
呼
ヲ
盲
信
セ
ス
シ
テ
自
己
ノ
謳
分
卜
類
別
ト
ヲ
明
示
ス
可
キ

コ
ト
ニ
在
リ
論
ヲ
結
フ
ニ
営
テ
余
ハ
美
術
哲
學
ノ
第
一
着
二
登
議
ス
可
キ

名
題
ハ
蹄
納
的
及
ヒ
演
繹
的
ノ
證
捩
ヲ
シ
テ
同
一
ナ
ラ
シ
ム
ル
ニ
ア
ル
旨

ヲ
促
シ
ヌ

こ
う
し
て
後
者
に
お
い
て
は
「
蹄
納
的
推
理
」
の
前
提
と
な
る
、

美
術
を
美

術
た
ら
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
の
性
質
を
把
握
す
る
た
め
に
、

各
種
の
美
術
（
特

に
詩
歌
、
音
楽
、
絵
画
を
対
象
に
置
く
）
に
共
通
し
、
し
か
も
美
術
に
特
有
の
性
質

、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
か
を
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、

世
上
特
に
美
術
の
普
遍
的
性
質
と
見
誤
ら
れ
易
い

八
項
目
（
日
実
用
的
で
あ
る
こ

と
、
口
技
個
の
程
度
が
高
い
こ
と
、
同
快
楽
を
与
え
る
こ
と
、
四
考
古
的
お
よ
び
歴
史
的

興
味
を
惹
く
こ
と
、
⑮
自
然
物
模
擬
に
精
妙
な
る
こ
と
、
因
人
の
意
志
を
道
徳
的
ま
た
は

宗
教
的
正
鵠
に
向
わ
し
め
る
こ
と
、
囮
形
と
色
と
相
混
化
し
て
成
る
こ
と
、
四
作
者
が
思

想
、
智
力
、
そ
の
他
一
般
教
育
を
備
え
て
い
る
こ
と
）
を
掲
げ
、

「
誤
謬
除
去
ノ
式
」

に
よ
り
、
そ
れ
ら
が
諸
美
術
に
共
通
す
る
性
格
な
い
し
は
美
術
に
特
有
の
性
格

で
は
な
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
二
篇
の
著
述
も
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
美
学
の

全
体
像
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
と
き
参
考
に
な
る
。

に
要
約
し
て
い
る
。

ヽ
4

入

ヽ

し
カ

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
「
美
学
及
び
美
術
史
」
担
当
と
当
時
の
本
校
文
書
類
に
記
さ

れ
て
い
る
以
上
、
美
術
史
も
講
じ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
資
料
は
現
存
し

て
い
な
い
。
な
お
、

美
学
講
義
に
対
す
る
生
徒
の
反
応
は
ま
ち
ま
ち
で
、
西
崖

の
よ
う
に
割
合
い
よ
く
聴
き
取
っ
て
い
る
（
ノ
ー
ト
に
は
論
旨
不
明
と
し
て
い
る
部

分
も
あ
る
）
者
は
む
し
ろ
少
数
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
溝

口
宗
文
な
ど
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
講
義
は
一
通
り
筆
記
は
し
た
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

わ
か
る
や
う
な
年
に
は
逹
し
て
ゐ
な
い
か
ら
、
岡
倉
さ
ん
が
そ
れ
を
も
ぢ

つ
て
み
な
に
わ
か
る
や
う
に
通
訳
し
て
下
さ
る
け
れ
ど
も
筆
記
し
て
ゐ
る

だ
け
て
脳
中
た
ゞ
空
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
學
科
な
ど
ど
う
で
も
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
と
い
ふ
人
が
ゐ
る
か
ら
覺
え
は
し
な
い
。

（
『
古
美
術
』
第
十
三
巻
第
十
二
号
。
前
出
）

「
美
学
及
び
美
術
史
」
講

義

フ
ェ
ノ
ロ
サ
帰
国
後
の
明
治
二
十
三
年
八
月
、
岡
倉
覚
三
は
幹
事
を
免
ぜ
ら

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
講
義
を
引
き

れ
て
教
諭
（
同
年
十
月
に
教
授
と
改
称
）
と
な
り
、

継
い
だ
。
同
月
中
に
規
則
改
正
も
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
美
学

・
美
術
史
科
目

も
改
正
さ
れ
、

「
美
術
史
」
を
普
通
科
第
二
年
生
に
週
二
時
、

「
美
学
及
び
美

術
史
」
を
専
修
科
第
一
年
生
に
週
二
時
課
す
こ
と
に
な
っ
た
。
後
者
の
担
当
は

岡
倉
で
あ
っ
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
担
当
者
を
明
記
し
た
資
料
が
残
っ
て
い
な

『
東
京
美
術
学
校
一
覧
』
に
両
者
が
継
続
授
業
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ

岡
倉
覚
三
の
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一
捩
レ
ル
所
ナ
ル
ヘ
シ

美

学

講

義

岡
倉
が
「
美
学
及
び
美
術
史
」
に
於
い
て
、
或
い
は
「
美
術
史
」
と
「
美
学

及
び
美
術
史
」
に
於
い
て
美
学
、
日
本
美
術
史
（
ま
た
は
東
洋
美
術
史
）
、
西

洋
美
術
史
（
ま
た
は
泰
西
美
術
史
）
を
講
じ
た
こ
と
は
、
資
料
の
上
か
ら
明
ら

か
で
あ
る
。
こ
の
中
で
美
学
以
外
の
講
義
に
つ
い
て
は
受
講
生
の
講
義
筆
記
ノ

ー
ト
が
数
種
類
現
存
し
て
い
る
の
で
、
凡
そ
の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
美
学
の
内
容
は
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
の
本
保
義

太
郎
筆
記
森
鴎
外
西
洋
美
術
史
講
義
ノ
ー
ト
の
中
に

マ
マ

蓋
シ
現
今
英
國
ノ
甕
論
ハ
概
ネ
「
ラ
ス
キ
ソ
」
ノ
準
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

「
ラ
ス
キ
ソ
」
今
ハ
美
術
学
校
ノ
教
授
タ
リ
前
キ
ノ
吾
ヵ
美
術
学
校
長

岡
倉
氏
ノ
説
タ
ル
審
美
論
亦
夕
「
ラ
ス
キ
ソ
」

（
「
現
代
美
術
の
黎
明
期
を
語
る
」

あ
の
有
名
な
大
學
の
御
雇
で
あ
っ
た
米
國
人
フ
エ
ノ
ロ
サ
が
大
學
を
や
め

て
、
美
術
學
校
へ
来
て
か
ら
は
器
美
學
を
受
持
つ
て
、
岡
倉
さ
ん
が
通
繹

を
し
て
居
ら
れ
た
。
岡
倉
さ
ん
自
身
は
別
に
美
術
史
を
講
じ
て
居
た
の
だ

っ
た
が
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
僻
職
し
て
か
ら
は
審
美
學
も
岡
倉
さ
ん
の
受
持

に
な
っ
た
。
面
白
か
っ
た
よ
君
、
そ
の
岡
倉
さ
ん
が
自
分
で
審
美
學
を
講

ず
る
最
初
の
時
間
に
、

「
諸
君
I
．私
は
審
美
學
の
講
義
を
す
る
が
、
審
美

學
と
い
ふ
も
の
は
餘
り
役
に
立
た
ぬ
も
の
で
す
」
と
言
っ
た
も
の
だ
。

述
べ
て
い
る
。

義
の
全
貌
を
把
握
す
る
に
足
る
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
。

て
い
る
の
で
、
や
は
り
岡
倉
が
担
当
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
明
治
二
十

五
年
の
規
則
改
正
後
は
予
備
之
課
程
（

一年
間
）
で
は
「
美
学
及
び
美
術
史
」
を

週
二
時
課
す
の
み
と
な
り
、
同
二
十
七
年
の
改
正
で
は
同
科
目
を
各
科
第
一
年

で
も
週
一
時
課
す
こ
と
に
な
り
、
同
二
十
九
年
、
西
洋
画
科
設
置
に
伴
う
規
則

改
正
の
際
に
も
ま
た
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
。

『
東
京
美
術
学
校
一
覧
』

に
よ
れ
ば
、
岡
倉
の
担
当
科
目
は
明
治
二
十
三
年

か
ら
同
二
十
七
年
九
月
ま
で
が
「
美
学
及
び
美
術
史
」
、
二
十
七
年
九
月
か
ら

同
二
十
九
年
七
月
ま
で
が
「
美
学
及
び
美
術
史
」
「
歴
史
」
、
二
十
九
年
七
月
よ

り
同
一
―
-+
―
年
の
辞
職
ま
で
が

「
歴
史
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
講

と
い
う
鴎
外
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
岡
倉
の
書
い
た
も
の
を
読
む

と
、
ラ
ス
キ
ソ
の
名
著
「
近
代
画
家
論
」

(M
o
d
e
r
n
P
a
i
n
t
e
r
s
,
 18

4
3
~
6
0
)

な

ど
を
よ
く
参
考
に
し
て
い
た
様
子
で
あ
る
か
ら
、

「
美
学
」
も
ラ
ス
キ
ソ
に
依

拠
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ほ
か
に
、
岡
倉
の

美
学
講
義
と
関
連
の
あ
り
そ
う
な
も
の
を
掲
げ
る
と
す
れ
ば
菅
紀

一
郎
(
4
3
0
頁）

の
ノ
ー
ト

「
美
術
学
校
講
義
筆
記
雑
草
稿
」
中
の
次
の
メ
モ
で
あ
る
。

欧
州
二
於
ケ
ル
美
術
ノ
意
義
ノ
変
遷
ヲ
シ
メ
セ

美
術
ヲ
写
生
的
卜
非
写
生
的
卜
区
別
ス
ル
ノ
謬
解
タ
ル
理
由
ヲ
示
セ

〔
卜
の
誤
記
か
〕

美
術
卜
宝
物
ノ
真
宝
ノ
関
係
如
何

こ
れ
は
或
い
は
美
学
の
試
験
問
題
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
岡
倉
の
美
学
講
義
を
聴
い
た
と
い
う
溝
口
宗
文
は
次
の
よ
う
に

『画
説
』
十
四
号
。
昭
和
十
三
年
二
月
）
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（
本
保
義
太
郎
筆
記
森
闊
外
美
学
講
義
ノ
ー
ト
。
後
述
）

こ
れ
を
読
む
と
あ
た
か
も
岡
倉
が
美
学
を
不
要
の
も
の
で
あ
る
と
言
っ
た
か

の
よ
う
に
受
け
取
れ
る
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
く
、
制
作
に
直
接
役
立
つ
も

の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
ま
で
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
も
前
出
「
美
術
哲
学
概
論
」
の
中
で
「
其
美
術
家

製
作
上
直
接
ノ
影
磐
ヲ
ナ
ス
コ
ト
亦
甚
少
ナ
シ
」
と
言
っ
て
お
り
、
岡
倉
の
後

任
森
鵬
外
も
「
美
学
」
購
義
で

審
美
学
家
ノ
評
論
ヲ
聞
キ
テ
作
品
ヲ
動
ス

7
ハ
作
者
ノ
為
サ
、
ル
所
又
為

シ
得
ヘ
カ
ラ
サ
ル
所
ノ
者
タ
リ
即
チ
審
美
学
家
ノ
論
ャ
作
家
ヲ
シ
テ
上
達

マ
マ

セ
シ
メ
ル
ニ
非
ラ
ス
又
夕
格
別
二
益
ス
ル

7
ナ
少
シ

…
…
…
…
学
術
ハ
其

高
尚
二
進
歩
ス
ル
ト
共
二
利
益
ナ
ル
モ
ノ
ト
閤
離
ス
ル
者
ナ
ル
ヘ
キ
ナ
リ

要
ス
ル
ニ
我
力
審
美
学
ナ
ル
者
ハ
彼
ノ
形
而
上
学
ト
ハ
其
運
命
ハ
共
ニ
ス

ル
者
ナ
ル
ヘ
シ

と
述
べ
て
い
る
。
岡
倉
が
美
学
す
な
わ
ち
西
洋
美
学
を
重
視
し
て
い
た
こ
と

は
、

「
日
本
美
術
ノ
滅
亡
坐
シ
テ
侯
ッ
ヘ
ケ
ソ
ヤ
」
（
『
大
日
本
美
術
新
報
』
第
二

十
四
号
。
明
治
十
八
年
十
月
三
十
一
日
。
筆
名
鉄
槌
道
人
）
の
論
説
の
中
で
「
現
今

百
事
日
新
ノ
風
潮
二
伴
ヒ
美
術
ヲ
振
興
七
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
泰
西
美
學
ノ
員
理
ヲ

適
用
シ
頂
正
着
宜
二
勘
奨
ス
ル
ノ
外
ナ
シ
」
云
々
と
、
そ
の
必
要
性
を
力
説
し

て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

日
本
美
術
史
講
義

岡
倉
の
講
義
の
中
で
古
来
著
名
な
も
の
は
日
本
美
術
史
講
義
で
あ
る
。
既
に

日
本
美
術
院
版
『
天
心
全
集
』
（
大
正
十
一
年
）
を
は
じ
め
と
し
て
型
文
閣
版
（
昭

和
十
一
年
）
、
六
藝
社
版
（
同
十
四
年
）
な
ど
に
よ
っ
て
世
に
紹
介
さ
れ
、
ま
た
、

新
た
に
編
集
し
直
し
た
も
の
が
創
元
社
版
『
天
心
全
集
』
（
同
十
九
年
）
、
筑
限
書

房
版
『
岡
倉
天
心
全
集
』
（
同
四
十
――一年
）
に
収
録
さ
れ
、

一
般
に
知
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
近
年
の
平
凡
社
版
『
岡
倉
天
心
全
集
』
に
至
っ
て
は
、
原
安
民
の
筆

記
ノ
ー
ト
を
土
台
に
し
、
他
の
受
講
生
の
ノ
ー
ト
や
既
刊
本
を
参
考
に
し
て
新

し
く
編
集
し
た
、
岡
倉
の
講
義
に
最
も
近
い
内
容
の
も
の
を
収
録
し
て
い
る
。

こ
の
講
義
は
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
誤
っ
た
部
分
も
多
々
あ
る
が
、
日
本
美
術

史
学
の
草
分
け
と
し
て
画
期
的
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
一
般
に
認
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
長
く
古
美
術
保
護
行
政
に
携
わ
り
、
意
欲
的
に
調
査

を
行
な
っ
て
幣
し
い
美
術
品
に
触
れ
、
ま
た
同
時
に
日
本
や
中
国
の
歴
史
書
、

画
史
な
ど
に
も
よ
く
目
を
通
し
、
岡
倉
に
し
て
は
じ
め
て
成
し
得
る
よ
う
な
内

容
豊
か
な
講
義
で
あ
っ
た
。
当
時
は
帝
国
大
学
な
ど
に
も
こ
の
種
の
議
義
は
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
帝
大
生
の
あ
い
だ
で
も
岡
倉
の
講
義
の
筆
記
ノ
ー

ト
は
珍
重
さ
れ
た
と
い
う
。
斯
く
し
て
本
校
生
徒
の
み
な
ら
ず
、
校
外
の
後
進

を
も
啓
発
し
、
斯
学
発
展
の
契
機
を
作
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
岡
倉
に

よ
る
こ
の
講
義
が
飽
く
ま
で
も
作
家
の
た
め
の
講
義
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
序
論
の
中
で

「
美
術
史
を
研
究
す
る
の
要
、
豊
管
に
過
去
を
記
す
る
に
止
ま
ら
ん
や
。
又

須
ら
く
未
来
の
美
術
を
作
為
す
る
の
地
を
な
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
吾
人
は
即

ち
未
来
の
美
術
を
作
り
つ
A

あ
る
な
り
」

と
言
っ

て
い
る
よ
う
に
、
将
来
美
術
家
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
生
徒
た
ち
に
、

彼
ら
が
日
本
美
術
史
上
の
い
か
な
る
地
点
に
立
っ
て
い
る
か
を
示
し
、
勇
気
づ

け
、
己
れ
の
信
じ
る
方
向
へ
誘
迎
し
よ
う
と
い
う
熱
意
が
籠
め
ら
れ
て
い
た
の
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講
義
の
内
容
は
上
記
の
平
凡
社
版
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
四
巻
（
昭
和
五
十

六
年
）
所
収
「
日
本
美
術
史
」
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、

概
要
の
み
を
言
え
ば
、

序
論
で
先
ず
歴
史
の
意
味
、
美
術
史
研
究
の
必
要
性
、
日
本
美
術
史
学
の
現
状

と
今
後
と
る
べ
き
方
針
、
講
義
の
進
め
方
等
を
述
べ

、
本
論
は
先
ず
推
古
以
前

の
美
術
史
と
し
て
、
最
初
に
美
術
の
発
生
と
そ
の
条
件
、
日
本
美
術
の
発
生
等

に
つ
い
て
述
べ
た
の
ち
、
推
古
以
前
の
遺
物
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
次
に
推
古

以
後
に
移
り
、
そ
こ
で
ま
ず
自
ら
立
て
た
日
本
美
術
史
の
時
代
区
分
を
説
明
す

る
。
岡
倉
の
講
義
の
最
も
独
創
的
な
点
は
こ
の
時
代
区
分
で
、
最
後
の
総
叙
の

項
で
も
再
度
説
明
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
区
分
法
は
初
出
の
も
の
と
少
し
く

異
な
っ
て
い
る
。
左
記
は
総
叙
で
示
し
て
い
る
時
代
区
分
で
あ
る
。

岡
倉
は
、
奈
良
朝
時
代
の
美
術
の
性
質
は
理
想
的
に
し
て
壮
麗
、
藤
原
氏
時

代
は
感
情
的
に
し
て
優
美
、
足
利
氏
時
代
は
自
覚
的
に
し
て
高
淡
で
あ
る
と
述

べ
、
ま
た
、
こ

の
三
つ
の
時
代
を

そ
れ
ぞ
れ
古
代
、
中
世
、

近
世
と

称
し
て
も
よ
い
と
し
て
い
る
。
彼

は
こ
の
時
代
区
分
に
甚
づ
き
、
外

来
文
化
を
摂
取
し
な
が
ら
独
自
の

足藤＾本
利 原平 賞
氏 氏安
時 時朝 畠
代 代ツ 代

• •.，＾、、 .

徳盟東鎌藤弘天天推

川臣 山 倉 原仁平智古

時時時時時 時 時
帝帝
時時

期期期期期期期期期

r—· --‘ ヶ一・――‘ -—· --` / —· --ヘ
寛寛 第第源延第第
政 永 ニー 乎喜
時時 時時 ニー
期期 期期期期期期

で
あ
る
。

も
の
を
つ
く
り
出
し
て
き
た
日
本

美
術
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
盛
衰
の

跡
を
辿
る
と
と
も
に
、
盛
衰
の
要

因
を
探
り
、
教
訓
を
導
き
出
し
、

そ
れ
を
生
徒
の
指
針
に
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。
推
古
以
後
は
次

の
順
序
で
講
義
を
す
す
め
て
い
る
。

推
古
時
代
、
朝
鮮
経
由
支
那
文
化
伝
来
に
よ
る
文
化
発
達
、
仏
教
美
術
の
伝

来
、
支
那
美
術
史
（
夏
、
殷
ー
六
朝
）
現
存
す
る
推
古
時
代
美
術
品

天
智
時
代
、
イ

ソ
ド

・
ギ
リ
シ
ャ
風
美
術
の
伝
来
、
西
洋
古
代
史
（
ア
レ
ク

サ
ン
ダ
ー
東
征
ま
で
）
イ
ソ
ド

・
ギ
リ
シ
ャ
風
仏
像
作
例

天
平
時
代
、
奈
良
朝
文
化
概
論
、
第
一
期
作
例
、
第
二
期
作
例
、
天
平
美
術

の
特
質
と
教
訓
、
作
者
伝

平
安
時
代
、
時
代
概
説
、
文
化
交
替
の
要
因
、
唐
朝
文
化
の
影
響
、
唐
朝
美

術
史
、
藤
原
氏
時
代
（
空
海
時
代
、
延
喜
時
代
ま
た
は
金
岡
時
代
、
源
平
時
代
）

の
特
質
、
作
例

鎌
倉
時
代
、
美
術
の
性
格
、
第
一

、
第
二
期
各
作
家
、
作
例
、
第
二
期
に
お

け
る
宋
の
影
響
、
宋
時
代
美
術
史

足
利
時
代
、
時
代
区
分
再
説
、
足
利
時
代
（
近
世
）
美
術
史
の
四
区
分
（
東
山

時
代
、
豊
臣
時
代
、
徳
川
時
代
丘
腿
細
び
、
各
時
代
の
作
家

・
作
例
お
よ
び
特

質
総
叙
、
時
代
区
分
再
説
、
美
術
盛
衰
の
要
因

な
お
、
講
義
に
は
多
く
の
写
真
、

さ
せ
た
り
し
た
よ
う
で
あ
る
。

西
洋
美
術
史
講
義

岡
倉
の
西
洋
美
術
史
講
義
は
前
出
平
凡
社
版

『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
四
巻
所

収
「
泰
西
美
術
史
」
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
そ
の
概
要
が

一
般
に
紹
介
さ
れ
た
。

こ
ち
ら
も
日
本
に
お
け
る
最
初
の
西
洋
美
術
史
の
講
義
と
し
て
歴
史
的
意
義
を

持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
日
本
美
術
史
の
み
注
目
さ
れ
て
こ
れ
は
無
視

3
 

ス
ラ
イ
ド
を
用
い
、
ま
た
、
実
物
を
見
学
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先
生
口
授
、
同
校
箱
画
専
修
科
第
二
年
生
菅
紀
一
郎
筆
記
」
と
あ
り
、
後
者
の

で
あ
る
。
前
者
の
表
紙
に
は
「
明
治
廿
五
年
三
月

さ
れ
、
そ
の
た
め
に
資
料
収
集
に
進
展
が
な
く
、
平
凡
社
版
編
集
の
段
階
で
あ

ら
た
め
て
収
集
が
行
わ
れ
、
多
少
新
資
料
の
発
見
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
十
分

と
は
言
え
ず
、
そ
の
「
泰
西
美
術
史
」
に
し
て
も
暫
定
的
性
格
の
も
の
と
な
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

資
料
と
は
美
術
学
校
生
徒
に
よ
る
下
記
の
筆
記
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
①
原
安
民

筆
記
「
西
洋
美
術
史
」
一

冊、

②
高
橋
勇
筆
記
「
泰
西
美
術
史
」
一

冊、

③
筆

記
者
不
明
「
泰
西
美
術
史
」
一
冊
（
本
学
附
属
図
書
館
脇
本
楽
之
軒
文
庫
本
）
、

④
「
O
H
A
S
H
l
•
S
O
J
I

」
印
の
あ
る
「
美
術
史
筆
記

、

壱
集
」
「
泰
西
美
術
史

、

近
世
之
部
」
各
一
冊
。
平
凡
社
版
の
「
泰
西
美
術
史
」
は
②
を
基
に
、
④
を
参

照
し
て
加
筆
し
、
部
分
的
に
他
の
筆
記
ノ
ー
ト
か
ら
補
う
と
い
う
編
集
方
法
が

と
ら
れ
て
い
る
。
右
の
資
料
は
執
れ
も
明
治
二
十
四
年
度
（
同
年
九
月
し
翌
二
十

五
年
七
月
）
開
講
の
講
義
筆
記
で
あ
る
が
、
④
は
二
十
四
年
九
月
か
ら
二
十
五

年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
長
期
講
義
の
筆
記
で
あ
り
、
①
②
③
は
年
度
末
の
二
十

五
年
五
月
の
一
ヶ
月
間
に
行
わ
れ
た
短
縮
講
義
の
筆
記
で
あ
っ
て
、
密
度
に
大

差
が
あ
る
。
平
凡
社
版
が
双
方
を
併
用
し
た
こ
と
に
は
や
や
問
題
が
あ
る
が
、

④
に
大
き
な
欠
損
部
分
が
あ
り
、
そ
れ
を
補
う
資
料
が
ほ
か
に
無
く
、
簡
略
版

と
併
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
岡
倉
の
講
義
の
内
容
を
で
き
る

限
り
詳
し
く
紹
介
す
る
た
め
に
は
そ
れ
も
や
む
を
得
な
い
こ
と
だ
っ
た
と
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
最
近
に
な

っ
て
④
の
欠
損
部
分
を
補
う
だ
け
で
な
く
、
か
な
り
出

来
の
良
い
ノ
ー
ト
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
は
第
二
回
入
学
生
菅
紀
一
郎
（
前
出

430
頁
）
の
ノ
ー
ト
「
泰
西
美
術
史
、
上
世
之
部
―
-
」
「
同
、
茫
豆
蒻
三
」
各
一
冊

美
術
學
校
長
兼
教
授
岡
倉

マ
マ

表
紙
に
は
「
明
治
廿
五
年
六
月
、
美
術
校
長
（
以
上
同
前
）
」
と
記
さ
れ
て

い

る
。
両
方
と
も
毛
筆
お
よ
び
鉛
筆
で
清
書
し
た
も
の
で
、
も
と
の
筆
記
ノ
ー
ト

の
断
片
な
ど
も
残
っ
て
い
る
。
前
掲
④
の
ノ
ー
ト
と
比
較
し
て
み
る
と
、
同
一

講
義
の
筆
記
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
表
紙
の
年
記
は
④
の
年
記
（
④
も
清
書

本
で
あ
り
、
そ
の
も
と
の
筆
記
ノ
ー
ト
に
受
講
の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。）
と
一
致
し

な
い
が
、
こ
れ
は
菅
が
受
講
後
し
ば
ら
く
問
を
お
い
て
清
書
し
た
と
き
の
年
記

を
記
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

か
く
て
二
十
四
年
度
の
長
期
講
義
に
つ
い
て
は
二
種
類
の
ノ
ー
ト
が
存
在
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
岡
倉
の
西
洋
美
術
史
講
義
は
度
々
の
履
習
規
程
改
正
そ
の

他
の
事
情
に
よ
り
講
義
期
問
や
生
徒
の
受
講
年
次
に
変
動
が
あ
り
、
そ
れ
と
現

存
資
料
等
を
勘
案
す
る
と
、
こ
の
年
度
の
講
義
が
最
初
で
し
か
も
最
も
長
期
間

に
亘
る
講
義
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
内
容
が
第
一
講
（
前
掲
④
の
筆
記
本

の
方
に
メ
モ
が
あ
る
の
み
）
以
外
に
つ
い
て
は
割
合
い
正
確
に
把
握
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
項
目
の
紹
介
に
止
め
る
が
、
平
凡

社
版
の
簡
略
に
過
ぎ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
勝
ち
な
一
般
の
岡
倉
西
洋
美
術

史
に
対
す
る
誤
っ
た
認
識
を
昂
正
す
る
た
め
に
、
こ
の
二
種
の
ノ
ー
ト
を
底
本

と
す
る
新
た
な
「
泰
西
美
術
史
」
が
編
集
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
な
お
、

岡
倉
は
講
義
の
参
考
に
種
々
の
洋
書
（
歴
史
書
、
美
術
書
）
を
用
い
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
が
、
中
で
も
リ
ュ
プ
ケ
の
美
術
史
(W
I
L
H
E
L
M

L
U
B
K
E
,
 H

i
s
to
r
y
 

of 
A
r
t
、1
8
7
4
)

を
よ
く
用
い
た
可
能
性
が
大
き
い
。
ま
た
、
東
西
の
関
係
、
比

較
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
講
じ
、
西
洋
美
術
の
長
所
な
り
短
所
な
り
を
批
評
し

て
い
る
点
で
、
単
な
る
西
洋
美
術
史
の
解
説
と
違
っ
た
独
特
の
内
容
の
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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中
亜
細
亜
の
概
念
（
地
勢
、
人
種
）
、
聖
書
の
中
の
バ
ビ
ロ
ソ
、
遺
物
の

ア
ッ
シ
リ
ア

・
バ
ビ
ロ
ソ
（
メ
ソ
ボ
タ
ミ
ア
）

明
治
二
十
四
年
度
岡
倉
覚
三
西
洋
美
術
史
講
義
内
容
項
目

（
片
仮
名
表
記
の
部
分
は
両
汽
料
を
検
討
し
、
よ
り
一
般
的
な
方
を
）

採
り
、
な
お
問
題
の
多
い
部
分
に
は
〔
〕
に
註
を
入
れ
た
。

序
論人

類
の
起
原
に
関
す
る
諸
説
、
美
術
発
生
の
順
序
、
開
化
の
四
要
因
、

西
洋
美
術
史
時
代
区
分
お
よ
び
各
時
代
の
概
要

古
代
（
埃
及

・
メ
ソ
ボ
タ
ミ
ア

i
羅
馬
帝
国
東
西
分
立

A
.D
.
 

3
9
5
)
 

埃
及
美
術

埃
及
の
起
原
、
人
種
、
美
術
の
性
質
と
原
因
（
風
土
、
政
治
）
、時
代
区
分

建
築
、
第
一
期
(

B
.

C
.
 

4
0
0
0
fわ
ぐ

'

u
ooo
eyi:)

祭
壇
、

。ヒ
ラ
ミ
ッ
ド
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
起
原
（
宗
教
説
、

〔
ク
フ
〕

論
、
地
勢
説
）

、

チ
ョ
プ
ス

•
C
h
e
p
h
r
e
n

•

メ
ソ
ケ
ラ
お
よ
び

臣
下
の
。ヒ
ラ
ミ
ッ
ド
、
モ
ン
ミ
ー
（
ミ

イ
ラ）

第
二
期

(
B
.

C
.
 

4
0
0
0
1

B
.
 C
.
 

3
5
0
0

ヒ
ク
ソ
ス
時
代
）

第
一
云
期
(
B
.

C
.
 

3
5
0
0
~

B
.
 C
.
 

2
5
0
0
)
 

寺
院
建
築
、
埃
及
の
宗
教
、
寺
院
構
造
、

彫
刻
、
埃
及
彫
刻
の
位
置
と
性
格
、
主
題
、
作
例
、
素
材

絵
画
、
彩
料
、
画
法
の
特
色
、
薄
肉
も
の

ス
ヒ
ソ
ク
ス

状
況
、
英
仏
の
古
跡
発
掘
、
C
u
n
i
f
o
r
m
解
読
と
ア
ッ
シ
リ
オ
ロ
ジ

ー、

メ
ソ
ボ
タ
ミ
ア
の
都
市
と
民
族
興
亡、

バ
ビ
ロ
ソ
の
遺
跡
（
カ
ル
デ
ヤ
の

カ
ル
デ
ヤ
の
宗
教
、
天
文
学
）
、
ア
ッ
シ
リ
ア
の
遺
跡
（
ネ
プ
カ

ド
ネ
ザ
ル
王
の
宮
殿
、
構
造
の
特
色
、
彫
刻
物
）
、
絵
画
と

彫
刻
（
バ
ビ

墓

の

進

化

ロ
ソ
の
絵
画
、

ナ
パ
ラ
ス
の
彫
刻
、

ア
ッ
シ
リ
ヤ
彫
刻
の
素
材

・
主
題

・
薄
肉
も
の

・
サ
ル
タ

ア
ッ
シ
リ
ア
絵
画
）

波
斯

地
域
と
人
種
、
歴
史
、
宗
教
、
波
斯
滅
亡
と
ロ
ー
マ
美
術
へ
の
影
響
、
恢

〔
サ
サ

ン
朝
〕

復
期
（
サ
セ

ニ
ャ
ソ
国
）
の
美
術
と
法
隆
寺
宝
物
、
今
日
の
波
斯
、
波
斯

美
術
の
特
質
（
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
美
術

・
埃
及
美
術
の
影
響
お
よ
び
独
自

性
、
希
腫
美
術
と
の
関
係
）

フ
ヘ

ニ
シ
ャ

〔テ

イ
ル
ス
〕

地
理
上
の
位
置
と
美
術
の
性
質
、
タ
イ
ル
の
紫
、
植
民
地
、
ブ
ロ
ソ
ズ
の

〔
キ
ブ
ロ
ス
]

発
明
（
ウ
エ
ー
ル
ス
の
錫
と
サ
イ
ラ
ッ
プ
ス
の
銅
）
、
造
船
（
レ
バ
ノ
ソ

の
木
材
）
、
墳
墓
、
打
出
し
金
属
品
、
象
眼

猶
太

〔
モ
ー
ゼ
〕

人
種
と
地
域
、
人
種
の
性
格
、
歴
史
（
モ
ゼ
ス
、
ダ
ビ
ッ
ト
、

ン
、
耶
蘇
誕
生
）
、美
術

リ
デ
ア

地
域
、
ク
リ
ー
サ
ス
王
の
富
、
ラ
イ
ダ
ス
王
の
黄
金

希
腺

希
服
文
化
が
厭
州
文
化

（
文
学
、
哲
学
、
美
術
、
政
治
制
度
）
の
根
源
で

あ
る
こ
と
。
東
洋
へ
の
影
響
、
希
朦
と
日
本
、
希
腫
文
化
発
達
原
因
（
地

形
風
土
と
美
術
の
喚
起
）
、
地
勢
、

ヘ
ラ
ス
の
四
種
族
（
ド
リ
ア
ソ
、
ア

イ
オ
ニ
ア
ソ

、
北
方
居
住
人
種
、
ア
ケ
イ
ア
ソ
）
、
ア
イ
オ
ニ
ア
ソ
（
ア

ゼ
ン
ス
）
と
ド
リ
ア
ソ
（
ス
パ
ル
タ
）
の
抗
争
、
植
民
地
、
希
服
文
化
の

東
洋
起
原
と
固
有
の
発
展
、
日
本
と
支
那

歴
史
、
時
代
区
分
、
歴
史
前
と
歴
史
時
代

B.
C
.
 
7
7
6
第
一
回

、

オ
リ
ン
ビ
ア
以
降

ソ
ロ
モ

正
史
の
時
代
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法
（
デ
モ
セ
ネ
ス
）

タ
ス
（
作
風
の
写
生
的
な
る
こ
と
、
人
物
の
割
合
、
ド

法
、
ア
レ
キ
サ
ソ
ド
ル
王
の
遠
征

ヽ

ト
ー

ニ
ソ
フ
、

ミ
ノ
ル
バ
ま
た
は
パ
ラ
ス
、

ア
ポ
ロ

、
ダ
イ
ア
ナ
、
ヴ
ァ
ル
カ
ン

、

ー
）
、
宗
教
と
美
術

（
デ
イ
ス
コ
ボ
ラ
ス

リ
ヤ
ッ
ド
と
オ
デ
ッ
セ

ー

ヘ
ル
ミ

ー
ス
、
ミ
ュ
ゼ

マ
ル
ス
、
ヴ
ィ
ナ
ス
、
プ
リ
ュ

区
分

第
一
期
（
歴
史
以
前
、
ホ
ー
マ
1
時
代
）

ア
ル
ゴ
ノ
ー
ト
の
遠
征
の
物
語
、
ト
ロ
ー
イ
物
語
、
ホ
ー
マ
ー
の
イ

第
二
期
（
歴
史
時
代
＼
巴
斯
人
攻
入
）

貴
族
の
募
人
政
治
と
ス

。ハ
ル
タ
の
王
制
、

ス
バ
ル
タ
（
国
風
、
政
治

制
度
、
法
律
、
貨
幣
、
習
慣
、
教
育
法
）
、
ア
ゼ
ソ
ス
（
政
治
制
度
、

法
律
、
国
風
）
、
ペ
ル
シ
ャ
戦
争
史

第
三
期
（
ペ
ル
シ
ャ
戦
勝

i
マ
セ
ド
ニ
ア
攻
入
）

戦
勝
と
文
化
勃
興
、
希
腫
と
波
斯
等
と
の
交
通
、
盟
主
ア
ゼ
ン
ス
、

ペ
リ
ク
レ
ス
時
代
、
パ
ル
セ
ノ
ン
（
フ
イ
ジ
ア
ス
、
遺
跡
破
壊
と
遺

物
の
所
在
）
、
俸
給
制
度
、
ア
ゼ
ソ
ス
の
文
と
ス
パ
ル
タ
の
武
、
両

者
の
抗
争
と
内
乱

第
四
期
（
マ
セ
ド
ニ
ア
攻
入

i
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
大
王
の
死
）

マ
セ
ド
ニ
ア
史
（
人
種
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
王
、
フ
ァ
ラ
ン
ク
ス
の
兵

（
ゼ
ウ
ス
、
ネ
プ
チ
ュ
ー
ソ
、

第
五
期
（
ア
レ
ク
サ
ソ
ド
ル
王
の
死

5
ロ
ー
マ
に
よ
る
征
服
）

希
朧
の
衰
類
、
領
地
四
分

宗
教
、
オ
リ
ソ
パ
ス
の
神
々

ト
リ
ト
ソ

、

ト

9

芝

テ

ー

コ

メ
ジー

文
学
、
韻
文
（
ホ
ー
マ
ー
の
名
作
）
、
演
劇
（
世
話
物
と
滑
稽
物
）
、
浪
説

哲
学
、
印
度
哲
学
と
の
関
連
、
哲
学
諸
家
（
。ヒ
サ
ゴ
ラ
ス
、

レ
ス
、
ソ
フ
ィ
ス
ト
派
、
ソ
ク
ラ
チ
ス
、
プ
ラ
ト
ー
、
ア
リ
ス
ト
ー
ト

ル
、

ス
ト
イ
ッ
ク
派
、

エ
。ヒ
キ
ュ
リ
ア
ソ
派
、

ス
ケ
プ
チ
ッ
ク
派
）

理
学
、

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
、
ア
ル
キ
ミ
ー
デ
ス
の
物
理
学
、
ト
レ
ミ

ー
派
天
文
学
、
ピ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
解
剖
学

美
術
、
建
築
、
第
一
期
、
墳
墓
と
城
郭
、
埃
及

・
ア
ッ
シ
リ
ヤ
起
原
の
構

造
、
城
門
石
垣
構
造
の
進
化、

ア
ー
チ
の
源

第
二
期
以
降
、
三
種
の
ス
タ
イ
ル
の
発
展
、
建
築
構
造
と

風
土
‘
-
―
一
種
の
ス
タ
イ
ル
の
概
要
、
ド
ー
リ
ッ
ク
式
の

特
色

・
バ
ル
セ
ノ
ソ

、
ア
イ
オ
ニ
ッ
ク
式
の
特
色
と
東

西
混
交
的
性
質
、
コ
リ
ン
シ
ャ
ソ
式
の
特
色
と
ア
カ
ン

サ
ス
柱
頭
の
起
原

・
伝
播
、
公
共
建
築

彫
刻
、
第
一
期
、
亜
細
亜
よ
り
伝
来
し
た
る
こ
と
。

の
城
門
の
顆
子
、
ホ
ー
マ
1
時
代
の
彫
刻

第
二
期
、
鋳
造
術
の
進
歩
（
グ
ー
タ
デ
ス
、
亜
細
亜
の
鋳

造
術
の
伝
来
）
、大
理
石
彫
刻
（
巴
斯
の
大
理
石
彫
刻
、

〔
ク
ラ

イ

ゼ

ル

フ

ァ

ン

テ

ィ

ー

ヌ

〕

メ
ラ
ス
）
、
ク
リ
ス
エ
ル
フ
ァ
ン
テ
ィ
ー
ヌ

、
彫

刻

進

歩
、
ア
ル
ケ
イ
ス
チ
ッ
ク
、
ヲ
ナ
タ
ス
の
彫
刻
、
ア
ゼ

ラ
ダ
ス
と
そ
の
弟
子
、

マ
イ
ロ
ソ

〔
サ
テ
ィ
ル
〕

像
、
ラ
ダ
ス
像
、
サ
ト
ル
像
）

第
三
期
、
フ
ィ
ジ
ア
ス
（
略
伝
、
パ
ル
セ
ノ
ソ
、

ー
像
、

エ
ソ

。ヒ
ド
ク

マ
イ
ケ
ネ
ー

ア
セ

ニ

オ
リ
ソ
バ
ス
の
ジ
ュ
ピ
タ
ー
像
、
作
風
の
理
想

的
な
る
こ
と
、
弟
子
ア
ル
カ
メ
ニ
ス
）
、
ポ
リ
ク
レ
ー
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文
化
の
東
遷

・
西
遷
、
羅
馬
文
明
の
欧
州
文
明
史
上
の
意
味
、

ソ
の
ア
ー
チ
、

サ
ソ
ト
ア
ソ
ジ
ェ
ロ
ー
の
城
、
カ
ラ
カ
ラ
帝

総
括
（
表
）

羅
馬

殿

・
凱
旋
門
、

リ
ュ
フ
ォ
ラ
ス
像
、
ア
マ
ゾ
ソ
像
、
ル
ド
ビ
チ

ー
の
ジ

ュ
ノ
ー
像
）
、
カ
リ
マ
カ
ス
、
感
情
的
の
彫
刻
、
ケ
ヒ

ソ
ド
ス
、
ス
コ
ー
パ
ス

(N
i
o
b
e
d
像
）
、
プ
ラ
ク
セ
テ

レ
ス
（
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
像
、

ヘ
ル
ミ
ー
ス
像
）
、

V
e
n
u
s

d
e
 M
i
r
o
像

（
第
四
期
）
、
リ
セ
ッ
プ
ス
（
ア
レ
キ
サ
ソ
ド
ル
大
王
の
肖

像
、
ア
レ
キ
サ
ソ
ド
ル
大
王
と
騎
馬
武
者
の
群
像
、
希

服
彫
刻
の
終
焉
）

（
第
五
期
）
、
ク
レ
オ
メ
ネ
ス

(V
e
n
u
s
d
e
 M
e
d
i
c
i
像）
、

ロ
ー
ド
ス
島
の
彫
刻
（
ラ
オ
コ
ー
ソ
像
、
フ
ァ
ル
ネ
ー

ズ

・
プ
ル
像
、
ア
ボ
ロ

・
ベ
ル
ビ
デ
ー
ル
）
、
ペ
ル
ガ

モ
ソ
派
（
ダ
イ
イ
ソ
グ

・
ク
ラ
ジ
ュ
ー
ト
ル
）
、
ア
ガ

シ
ア
ス
、
ア
ポ
ロ
ー

・
ジ
テ
ー
ル
像

絵
画
、
希
服

V
a
s
e、
P
o
m
p
e
i

発
掘
品
、
羅
馬
古
蹟
の
モ
ザ
イ
ク
、

希
腫
絵
画
の
起
原
、
第
二
期
終
り

i
第
三
期
初
め
（
ボ
リ
グ
ノ

〔
ア
ガ
ク

ア
ガ
サ

ー
タ
ス
、

ル
コ
ス
]

リ
ヲ
ー
ス
と
ア
ポ
ロ
ド
ラ
ス
、
S
c
e
n
o
g
r
a
p
h
y
、
実
物
近
似、

〔
バ
ラ
シ
ウ
ス

〕

ゼ
ウ
ク
シ
ス
と
。ハ
ラ
ハ
七
ウ
ス
）
、
第
三
期
（
バ
ソ
ヒ
ラ
ス
の

実
物
主
義
と
画
学
校
、

ア
ペ
レ
ー
ス
と
プ
ロ
ト
ジ
ェ
ネ
ス
）
、

マ
ラ
ソ
ン
の
戦
の
画
、
ト
ロ
イ
の
戦
の
画
、

実
物
模
写
と
絵
画
の
衰
退
、
希
朧
の
画
法
（
フ
レ
ス
コ
ー
、

〔
エ
ノ
コ
ー
ス
チ
ク
‘l

蠍
画
、

モ
ザ

イ
ク）

コ
ソ
ポ
ジ
ッ
ト
コ
ラ
ム

、

エ
ト
ラ
ス
カ
美
術
（
エ
ト
リ
ュ
ー
リ
ヤ
の
地
域

・
人
種
、
墳
墓
、
石
棺
、

力
。ヒ
ト
リ
ソ
の
狼
、
ア
ー
チ
の
発
明
、
素
焼
土
器
、
銅
器
、
大
理
石
彫

刻
、
鏡
、

ル
ー
ヴ
ル
博
物
館
起
原
）

羅
馬
史
時
代
区
分

第
一
期
（
建
国
B
.

C
.
 

7
5
3
~
B
.
 C
.
 

5
0
9
、
王
国
時
代
）

国
の
成
立
、
制
度
（
パ

ト
リ
シ
ャ
ソ
と
プ
レ
ビ
ヤ
ソ

、
王
、
元
老
院

と
民
撰
議
院
）
、宗
教
（
羅
馬
諸
神
、
英
語
曜
日
名
由
来
、
陰
陽
師
）

第
二
期
(
B
.

C
.
 

5
0
9
~
8
.
 C
.
 

3
1
、
共
和
国
時
代
）

ゴ
ー
ル
人
侵
入
、
羅
馬
の
以
太
利
全
土
征
覇
、

戦
、
領
土
拡
大

第
三
期
(
B
.

C
.
 

3
1
~

A

.
 D
.
 

3
9
5
、
帝
国
時
代
）

エ
ト
ラ
ス
カ
の
影
聾
、

〔
カ
ル
ク
ゴ

〕

カ
ー
セ
ー
ジ
と
の
海

オ
ク
タ
ビ
ャ
ス

・
シ
ー
ザ
ル
帝
、
オ
ー
ガ
ス
タ
ー

・
シ
ー
ザ
ル
帝
時

代
の
泰
乎
と
文
化
奨
励
、
以
後
の
諸
帝
の
悪
業
、
ボ
ン
ペ

ー
と
ヘ
ル

キ
ュ
リ
ア
ム

、
ト
レ
ー
ジ
ャ
ソ
帝
の
美
術
奨
励
、
凱
旋
柱
、
凱
旋
門

由
来
、
ア
ド
リ
ヤ
ソ
帝
の
墓
、
寺
院
、
劇
場
、
諸
帝
事
跡
、
明
君
コ

ソ
ス
タ
ソ
タ
イ
ン
時
代
、
中
世
羅
馬
、
羅
馬
史
総
括
、
西
洋
美
術
史

ア
ー
チ
と
水
道
建
築

時
代
区
分

美
術
、
羅
馬
美
術
と
希
職
美
術
の
比
較
、
羅
馬
美
術
の
特
質
、
建
築
と
肖

像建
築
、

（
第
一
期
）
、

バ

ソ

テ

オ

（
第
二

5
第
三
期
）
、
希
騰
風
の
影
響
、
大
劇
場
、

ソ
、
ポ
ソ
ペ
ー
の
住
家
、
コ

ロ
ジ
ャ
ム

、
タ
イ
ク
ス
帝
の
湯

コ
ソ
ス
タ
ソ
タ
イ
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ソ
チ

ー
ソ
美
術
、
建
築
（
バ
プ
チ
ッ
セ
リ

ー
と
バ
シ
リ
カ

ッ
ク
彫
刻
、
木
彫
の
隆
盛
、
彩
色
木
彫
、
伊
太
利
彫
刻
の

プ
チ
ッ
セ
リ
ー
）
、ビ
ザ
ソ
チ
ー
ソ
美
術
と
の
相
異
、
ビ
ザ

耶
蘇
教
美
術
、
建
築
（
塚
穴
遺
跡
、
バ
シ
リ
カ
の
構
造
、
バ

作
例
、

彫
刻
、
建
築
装
飾
の
煩
雑
、
彫
刻
の
新
需
要
、
仏
国
の
ゴ
シ

の
湯
場
そ
の
他

彫
刻
、
第
一
期
、
エ
ト
ラ
ス
カ
の
影
態
、
ジ
ュ
ピ
ト
ル
像

第
二
期
、

ニ
ト
ラ
ス
カ
と
羅
馬
の
混
合
、
希
腺
風

第
三
期
、
希
腺
人
の
製
作
、
ナ
イ
ル
河
の
寓
意
の
像
、
肖
像
の

流
行
（
二
種
の
肖
像
、
帝
王
像
、
女
の
像
）
、
石
棺

絵
画
、
第
一
期
（
エ
ト
ラ
ス
カ
風
、
四
種
の
彩
色
）
、
第
二
期
（
希
服

風
、
肖
像
流
行
）
、
第
三
期
（
ポ
ン
ペ
ー
の
壁
画
、
縁
ど
り
、

色
線
）

美
術
工
芸
、
美
術
工
芸
の
進
歩
、
ラ
ソ
プ
、
杯
、
甲

冑
、
ク
レ
タ

ー

ル
、
貨
幣
、
金
銀
宝
石
彫
刻

中
世

(
A
.
D
.
 

3
9
5
~
1
4
9
5
)
 

中
世
史
概
要
、
中
世
史
研
究
の
必
要
性
、
中
世
史
三
区
分
と
各
期
の
美

術
の
性
質

歴
史
、
第
一
期

(
A
.D
.
 

3
9
5
~
9
0
0
)
 

羅
馬
周
辺
諸
民
族
、
サ
ラ
セ
ソ
種
族
、
東
帝
国
ビ
ザ
ソ
チ

ー

ソ
の
開
明

第
二
期
(
9
0
0
~

1
2
0
0
)

欧
州
の
形
勢
、
十
字
軍
、
ア
ラ
ビ
ャ
文
化
の
影
孵

第
三
期
(
1
2
0
0
~

1

4
9
0
)

欧
州
諸
国
の
成
立
、
文
化
の
動
向
、
キ
リ
ス
ト
教

美
術
、
第
一
期

の
集
合
、
七
ソ
ト

・
ソ
フ
ィ
ア
寺
院
、
建
築
装
飾
）
、彫
刻

（
初
期
の
羅
馬
風
、
象
牙
彫
刻
）
、
モ
ザ
イ
ク

ア
ラ
ビ
ャ
美
術
、
建
築
遺
物
（
埃
及
風
、
ス
。
ハ
ニ
ャ
風
、
印

度
ア
ラ
ビ
ッ
ク
）
、グ
ラ
ナ
ダ
の
宮
殿
、
露
西
亜
の
建
築

第
二
期
、
ロ

ー
マ
ネ
ス
ク
、
時
代
概
説
、

ロ
ー
マ
ネ
ス
ク
美
術

の
性
質
三
種
、

建
築
、
発
展
の
原
因
、
独
逸
の
作
例
、
特
色
、

ピ
ッ
ザ
ー
の

建
築
、
セ
ソ
ト

・
ミ
ニ
ャ
ト
ー
ル
寺
院
、
バ

レ

ル

モ

寺

院
、
サ
ン

・
マ
ル
コ
寺
院
、

ロ
ー
マ
ネ
ス
ク
お
よ
び
ゴ
シ

ッ
ク
建
築
の
解
釈
、
仏
国
の
作
例
、

ロ
ー
マ
ネ
ス
ク
と
ピ

ザ
ソ
チ

ー
ソ
式
、
ト
ラ
ソ
ゼ
ー
シ
ョ
ソ

、
ゴ
シ
ッ
ク
ヘ
の

移
行
、
北
欧
お
よ
び
ス
ペ
イ
ソ
の
ロ
ー
マ
ネ
ス
ク
建
築

彫
刻
、
ロ
ー

マ
ネ
ス
ク
彫
刻
の
性
質

・
用
途

・
主
題

・
素

材
、
七
宝
の
種
類
、
伊
太
利
に
於
け
る
自
由
的
美
術
の
萌

芽
（
ニ
コ
ロ

・
ビ
ザ
ノ
）

絵
画
、
モ
ザ
イ
ク
、

ッ
チ
オ
〕

チ
ョ

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ソ

、

〔
ド
ゥ

チ
マ
プ
エ
、
ド

第
三
期
、
ゴ
シ
ッ
ク
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
語
源
、
時
代
概
説
（
王

権
拡
大
と
法
王
権
力
の
衰
微
、
新
美
術
の
発
生
）

建
築
、
構
造
の
特
色
、
仏
国
（
ル
ア
ン
、
シ
ャ
ト
ル
）

・
オ

ラ
ソ
ダ

・
独
乙
、

英
国
、
伊
太
利

・
ス
パ
ニ
ャ
に
於
け
る

第 5章 授業内容 474 



開
化
（
ヂ
ョ
バ
ソ
ニ

・
ビ
ザ
ノ
、

ヤ

・
。ヒ
ザ
ノ
、

オ
ル
カ
ニ
ャ
）

〔
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
〕

絵
画
、
北
方

（
ス
テ
ヘ
ソ
グ
ラ
ス
、
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ソ
）
、

〔
シ
モ

ー
ネ

・
マ

伊
太
利
（
ヂ
オ
ッ
ト
、
オ
ル
カ
ニ
ャ
、

ス
。ヒ
ネ
ロ
、
サ
イ

ル
テ
ィ

ー
ニ

か

〕

〔

ア

ン
ジ
ェ
リ

コ
〕

モ
ニ
イ
、
フ
ラ
・

ア
ソ
ゼ
ロ

、

近
世
(
-
四
九

0
頃
＼
十
九
世
期
中
頃
）

近
世
の
特
質
お
よ
び
時
代
概
説
、
近
世
美
術
の

三

要

因
、
美
術
の
独

立
、
建
築

・
絵
画

・
彫
刻
の
独
立

建
築

E
a
r
l
y
 R
e
n
a
i
s
s
a
n
c
e
 

初
期
復
古
時
代
(
-
四
五

0
1
一
五
0
0
)

バ
ル
ヂ
ー
ノ

H
i
g
h
 R
e
n
a
i
s
s
a
n
c
e
 

高
等
復
古
時
代
(
+
六
世
紀
）

初
期
復
古
時
代
絵
画

ヂ
オ
ッ
ト
、

パ
ビ
リ
ヤ
ノ
）

ア
ル
ベ

マ
イ
ケ

ロ
ソ

ア
ソ
ド
リ

ゴ
シ
ッ
ク
の
反
動
、
伊
太
利
諸
都
市
（
フ
ロ
レ
ソ
ス

、

〔サ

ン

◆
ロ
レ
ソ

ツ

ォ
会
堂
〕

ド
ア
、
羅
馬
）
、
プ
ル
ネ
レ
ス
コ
（
サ
ソ

・
ロ
レ
ア
ル
ソ
ゾ
、

〔
ペ
ネ
デ
ッ
ト

◆
ダ

◆
マ
イ

ヤ

ー
ノ
〕

ォ
ー

・
。ヒ
チ
ー
）
、
バ
ネ
デ
ト

ー
・
マ

ヤ
ノ
、

ベ
ニ
ス
、

バ

羅
馬
法
王
ジ
ュ
リ
ア
ス
ニ
世
の
美
術
奨
励
、
プ
ラ
マ
ソ
ト
、

バ
ラ
ッ

ル
チ
、

（
コ
レ
オ
ニ

ー
像
）

他

ル

・
ア
ソ
ゼ
ロ

B
i
z
a
rre 

複
雑
時
期
(
+
七

・
八
世
紀
）

各
国
へ
の
影
密
（
仏
国
、

ス
ペ

イ
ソ
、
独
乙
、
英
国
）

初
期
復
古
時
代
彫
刻

〔
デ
ラ

・
フ
ォ
ー
レ
〕

デ
ラ
ホ
ソ
テ
、
ギ
ベ
ル
チ
（
フ
ロ
レ
ソ
ス
瀧
浄
堂

扉
、
半
肉
の
模

範
）
、
ル
カ
・

デ
ラ

・
ロ
ビ
ヤ
（
耶
蘇
の
母
の
半
肉
）
、
ド
ナ
テ
ロ

（
ガ
ッ
タ
メ
ラ
ー
タ
像
）
、
ベ
ロ
ッ
キ
ョ

ア
ソ
ド
レ
ヤ

・
デ
ル

・
サ
ル
ト
、
ラ
フ
ヒ
エ
ル
伝
、

コ
ル
レ
ジ
ョ

、

チ

ッ
シ
ャ
ン
伝
、

モ
レ
ッ
ト
ー
、
チ
ソ
ト
レ
ッ
ト
、
ポ
ー
ル

・
ベ
ロ
ニ

ー
ズ

北
方
独
乙
美
術
、
美
術
の
特
色

彫
刻
、
伊
太
利
の
影
響
、
木
彫
流
行
、

ィ
シ
ェ
ル

絵
画
、
バ
ソ

・
ア
イ
ク
、
独
乙
絵
画
の
（
伊
太
利
ほ
ど
に
は
）
発
達
せ

ざ
り
し
所
以
、
長
所
、

ホ
ル
ベ
イ
ソ

、
デ
ウ
ラ
ル

、

ル
ー
カ
ス

・
ク

ヽ

イ
ニ

中

ヽ

ソ
ト
マ
ー

絵
画
発
達
の
経
緯
、

十
六
世
紀
絵
画

ソ
ビ
ノ

各
地
方
流
派
概
要
、

一
ウ
ル
ソ
プ
ル
グ
の
鋳
物
、
ヴ

。ヒ
ヲ
ソ
ポ
、
バ
サ
リ
ー
、

リ
ヨ
ナ
ル
ド

・
ダ
ビ
ソ
チ
伝
、
ベ
ル
ナ
ル
ド

・
ル

〔
・
ハ
ル
ト
ロ
メ
オ
〕

フ
ラ

・
バ
ト
レ
メ
ヨ

、

フ
ロ
レ
ソ
ス
流
（
特
色
、

パ
オ
ロ

・
ウ
ッ
チ
ェ
ー

〔
フ
ィ

ル
、

マ
サ
リ
ー
ノ
、

マ
サ

ッ
チ
オ
、

フ
ヒ
リ
ッ

ポ

・
リ
ッ
ビ
ー
、
フ
ヒ

リ
ビ
ー

ノ〕

リ
。ヒ
ー
・

リ
ッ
ピ
ー
、

サ
ソ
デ
ロ

・
ボ
テ
シ
ェ
リ
ー
、
ギ
ル
ラ
ソ
ダ
イ

ヲ
、

ル
カ
・
シ
ニ
ョ
レ
リー
、
四
-
7
7
〗
バ
ぐ

彩
色
の
模
範
）

ー
）
、
バ
ド
ア
派
（
特
色
、

デ

ラ
・

フ
ラ
ソ
チ
ェ
ス
カ
〕

ラ
ソ
チ
ェ
ス
カ
、

ア
ソ
プ
リ
ヤ
派
（
特
色
、

ペ

ル
ヂ
ノ

、
ジ
ョ
バ
ニ

・

〔
ビ
ン
ト
リ
ッ
キ

オ
〕

サ
ソ
チ
、

ピ
ソ
ト
レ
チ
ョ
）
、

ベ
ニ
ス
派
（
ア
ソ
ト
ネ
ラ

・
ダ

・
メ
シ

〔
ペ
リ
ー
ニ
〕

ー
ナ
、

メ
ッ
シ
ー
ナ
と
油
絵
技
法
、
ブ
エ
リ
ソ
一
家
、

高
等
復
古
時
代
彫
刻

〔？
〕

彫
刻
の
衰
兆
と
四
原
因
、
リ
ヲ
ナ
ル
ド

・
ダ
ビ
ソ
チ
、
ジ
ャ
ラ
ソ
チ
｀
‘
、

ー、

サ
ソ
ソ
ビ
ノ
、

ラ
フ
ィ
エ
ル
（
下
絵
）
、
マ
イ
ケ
ル

・
ア
ソ
ゼ
ロ

伝
、
ベ
ソ
ベ
ニ
ウ
ト

・
チ
ェ
リ
ニ

、
ジ
ョ
バ
ニ

・
デ

・
ボ
ロ
ニ
ャ
、
バ

ッ
キ
ョ

・
バ
ソ
デ
ネ
リ
、

ア
ソ
ド
リ
ヤ

・
リ
チ
ョ

、
ジ
ャ
コ
ボ

・
サ
ン

ス
ク
ァ
ル
チ
ョ
ニ

ー、 ロ
レ
ソ
ゾ

・
ク

レ

デ

〔
ピ
エ
ロ

・

マ
ソ
テ
ニ
ャ
）
、
フ
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今
日
の
美
術
（
彫
刻
）
、

〔
ゴ
ー
デ

ン
ス
〕

ー
、
ゴ
ー
デ
ー
ス
、

サ
ム

フ
ヽ

ア
カ
デ
ミ
ー
の
フ
ァ
ル
ゲ
ー
ル
、

〔
ロ
ダ
ン

〕

早
取
派
ル
ー
ダ
ソ
の
作
風

シ
ャ
ド
ウ
）
、
ダ
ビ
ッ
ド
、
バ
リ
ー

メ
r 

ル メ
ソ

シ／ニ
工

ェし

十
七

・
八
世
紀
の
美
術
、
美
術
の
衰
頬

彫
刻
、
劇
場
時
代
、
ベ
ル
ニ
ニ
ー
、
ア
ル
ガ
ル
デ
ー
ヽ
。フ
ジ
ェ

ー、

ジ

ラ
ル
ダ
ソ
、

シ
リ
ゥ
タ
ル
、
十
九
世
紀
彫
刻
の
進
歩

絵
画
、
フ
ラ
ソ
ダ
ル

、
社
会
変
化
と
絵
画
の
変
化、

肖
像
画

・
風
俗
画

ジ
ャ
ン
ヌ
ル

・
歴
史
画

・
山
水
画

・
浮
世
絵

・
花
鳥
動
物
画

・
ス
チ
ル
ラ
イ
フ
の

分
立
、
写
生
の
支
配
、
カ
ラ
ッ
チ
ー
、
ギ
ド
ー

・
レ
ニ
ー
、
ス
ル
バ

〔
ヴ

ェ
ラ
ス
ケ
ス

〕

〔

ム
リ
リ
ョ
ー
〕

ラ
ソ
、
ア
ラ
ソ

・
カ
ノ
ー
、
プ
エ
ラ
ク
エ

、

ム
ル
リ
ヨ
ー
、

ル
ー
ベ

ン
ス
、
バ
ソ
ダ
イ
ク
、

レ
ム
プ
ラ
ソ
ト
、
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ソ
ス
、
デ
サ

ー、

メ
ソ
グ
ス

、
プ
ー
サ
ソ
、
ミ
ニ
ャ
ル
ド
、

レ
ー
ノ
ル
ド
、

マ
イ

エ
リ
ス
、
ブ
ル
ー
ゲ
ル

、
テ
ニ
ャ
ル
ス
、
ク
ー
サ
ソ

、
ク
ロ
ー
ド

・

ゲ
レ
ー
、
サ
ル
ベ

ー
ト
ル

・
ロ
ザ

ー、

ラ
イ
ス
デ
イ
ル
、
ホ
ビ
マ

、

〔ト

ル
ヴ
ァ
ル

ト
ル
ワ
ル

十
九
世
紀
の
美
術
、
社
会
変
動
、
前
半
期
（
復
古
時
代
）
と
後
半
期
（
写

生
主
義
）
の
区
分
、
世
間
全
体
の
考
え
に
訴
え
る
絵
画
、
絵
画
と
建
築

の
結
合
、
彫
刻
興
隆
、
北
方
中
心
の
美
術

前
半
期
、
建
築
に
於
け
る
復
古
、
彫
刻
興
隆
（
カ
ノ
ー
バ

、

七
ン
〕

ス
デ
ソ

、

（
前
記
簡
略
講
義
筆
記
の
ノ
ー
ト
に
は
絵
画
に
関
す
る
箇
所
も
あ
り
、
ミ
レ

ー、

コ

ロ
ー、

「
イ
ン
。フ
レ
ッ
シ
ョ
ネ
ッ
ス
派
」
に
つ
い
て
短
い
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。）

マ
イ
ダ
ル
ス

、
ジ
ョ
ー
ソ

・
フ
ヒ
ッ
ト
、
ド

・
ヒ
ー
ム

、

ジ
ャ
ン

・
ビ
ー
ス
、
ボ
ー
ル

・
ボ
ッ
タ
ー
、
ウ
ー
ベ
ル
マ
ソ
、

ラ
ナ
ッ
ク
、
ク
ル

ー
エ

ハ
イ

カ
イ

福
地
復
一
の
東
洋
美
術
史
講
義

福
地
復
一

(317
頁
参
照
）
の
東
洋
美
術
史
講
義
は
秋
山
要
治
（
明
治
三
十
二
年
彫

刻
科
卒
）
の
筆
記
ノ
ー
ト
「
東
洋
美
術
史
巻
壱
福
地
先
生
口
授
筆
記
」
に

よ
っ
て
内
容
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆
記
の
時
期
は
明
治
二
十
七
年

か
ら
二
十
九
年
の
間
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
内
容
項
目
は
左
記
の
と
お
り
で

あ
る
。

と
の
関
係

日
本
人
の
性
質
お
よ
び
風
俗
、
日
本
人
の
起
原
に
関
す
る
諸
説
、
日
本
美
術

の
発
生
と
特
性

推
古
以
前
の
美
術
、
作
例
解
説
（
図
示
）

日
本
美
術
史
の
時
代
区
分

古
文
献
に
登
場
す
る
美
術
関
連
事
項
（
神
武
＼
崇
峻
）

神
功
皇
后
征
韓
以
後
の
朝
鮮
の
影
特
、
朝
鮮
の
歴
史
（
人
種
と
国
の
変
避
、
日

本
と
の
関
係
、
朝
鮮
各
地
）

支
那
の
歴
史
（
人
種
の
起
原
と
種
類
、
三
皇
五
帝
よ
り
六
朝
ま
で
の
各
時
代
の
文

化
）

印
度
の
歴
史
（
地
勢
、
風
俗
、
人
種
と
性
笠
、
衣
服
、
仏
教
の
現
状
、仏
教
の
追
理
、

開
国
よ
り
釈
迦
の
登
場
ま
で
の
歴
史
）

な
お
、
時
代
区
分
は
岡
倉
の
区
分
法

(469
頁
参
照
）

と
の
対
照
の
意
味
で
ノ
ー

ト
原
文
を
左
に
掲
げ
る
。

日
本
の
国
土
、
国
の
開
化
の
条
件

（
地
勢
風
土
）
、
日
本
の
地
勢
風
土
と
美
術
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